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団体名称

活動テーマ

活動の目的

■長期成果

・経済的困難の中にある家庭の子どもに自己肯定感を育む「思い出」を届けることにより、不要な劣等感を防ぎ、子どもの将来の
選択肢が広がる
・経済的困難の中にある家庭のなかでも潜在層のうちにつながることで、支援を受けやすい状態として、地域の中での孤立の予防
に繫がる

■申請書の活動概要＜150～200字＞

経済的困難な家庭では、「物」「人とのつながり」「教育・経験の
機会」などが奪われており、子どもの自己肯定感が剥奪されて
いる。本活動は、その中でも「経験の格差＝家庭内での思い出
の格差」に注目し、経済的困難な家庭の子どもとその家族に「心
に残る思い出」を提供することで子どもたちの自己肯定感の醸
成に寄与することをめざす。また、多くの一般市民によるボラン
ティア参加や企業・既存の支援団体などの巻き込みを図ること
で、多様なステークホルダーによる地域で子どもたちを支える機
運を形成する。

■活動目標

経済的困難な家庭では、「物」「人とのつながり」「教育・経験の機会」などが奪われており、子どもの自己肯定感が剥奪されてい
る。本活動は、その中でも「経験の格差＝家庭内での思い出の格差」に注目をし、経済的困難な家庭の子どもとその家族に「心に
残る思い出」を提供することで子どもたちの自己肯定感の醸成に寄与することをめざす。
また、多くの一般市民によるボランティア参加や企業・既存の支援団体などの巻き込みを図ることで、多様なステークホルダーによ
る地域で子どもたちを支える機運を形成する。

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

2017.6月〜8月
 
9月〜10月
 
10月〜11月
11月〜12月
2018年1月
2月〜3月

①支援団体への正式協力依頼（打診・実施了承済）
②ボランティア養成のための講習会プログラム内容について検討
③アプローチ方法、内容の検討
④企業（既存＋新規）への協力依頼
⑤寄付募集サイトの準備・公開
⑥ボランティア、訪問家庭の募集
⑦ボランティア説明会・講習会の実施
⑧訪問家庭との連絡調整
⑨クリスマス・イブの実施準備
⑩アンケート実施
⑪アンケート分析結果による検討会の実施
⑫報告会の開催
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活動名
貧困家庭の子どもの思い出格差を支援し、

自己肯定感を育む活動

NPO法人チャリティーサンタ

経済的困難を抱える子どもを支援する活動

④その他

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

<12/24　シングルマザー家庭にサンタ訪問の様子>励ます
メッセージと共に、寄付で集めた絵本を届けました。

<3月　連携団体との振り返り会議の様子>受益者への
広報と実施にむけたアドバイスをもらっていた連携団

体と振り返りを行いました。

<2月開催の振り返り会議の様子>翌年の活動展開、改善
のため全国から約５０人が集まり議論と計画策定を行いま

した。

〒102-0084
（住所） 東京都千代田区二番町2番　平田ビル1階
（団体名）NPO法人チャリティーサンタ
（ホームページ）：http://charity-santa.org/

助成金額　1,000,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上期の成果と下半期に向けた改善点

【上期の成果】
①支援団体→全国18団体と連携（※非営利団体数でカウント）
②ボランティア養成のための講習会プログラム内容
→講習会と本番当日に使うハンドブックの新規制作
③アプローチ方法、内容の検討
→アプローチ方法の確立。しかし今後改善の余地あり（検討中）
④企業（既存＋新規）への協力依頼
→出版流通業界大手の日本出版販売（株）と連携。書店を巻き込むモデル
   事業の基礎をつくる（企画名：BookSanta2017）
【下半期（来季）に向けた改善点】
①困難家庭の保護者に取組を知ってもらうこと
　→インターネットをやる余裕がないくらい慌ただしく生活している（例えば昼
     夜ダブルワークしているような）保護者へ知ってもらうことが何より難しい
     状況。
②（DV等のトラウマから）知らない人に家には来てほしくない、という家庭へ
   の対応方法
　→昨年時点でも既にそういった声が一定数以上寄せられており「サンタか
     ら手紙が届く活動」をご案内しています。今後は、この手紙に絵本をセッ
     トして届けることも検討していきます。
③届けるサンタボランティアを継続的に増やしていくこと
　→届けて欲しい家庭が増えた時、ネックになるのは「サンタ役のボランティ
     ア」です。こちらも子ども達へ届けていく上で必須なので、合わせて増や
     していくよう冬以外の季節にも働きかけていきます。

■実施体制

①　事務局
　　 全体の進捗管理とマネジメントを行う。

②　チーム（班）
　　 支援団体連携チーム
　　 当事者支援の団体（ひとり親家庭、貧困家庭等の当事者を支援する
      団体）と連携し、支援対象者への適切な働きかけ・内容を検討する。

　　 外部連携・営業チーム
　　  調査・白書を通じた新たな外部連携を図り、企業や外部団体への交
       渉や営業を行う。

　　広報チーム
　　  事業の実施についてのプレスリリースや担当者への直接アプローチ
       でマスメディア露出をめざす。また、事後報告会の実施なども含めた
       認知の拡大を図る。

　　プログラム実施チーム
　　　当法人の持つサンタクロース訪問活動プログラムの中に経済的困難
       な家庭の支援を含み、実施する。各エリア毎に担当者を置く。


